
BCPOS Ver7.6
新機能マニュアル



BCPOSセミセルフ機能
設定マニュアル
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■ Seav15f-Seav15fⅡ

■ Seav15a- Seav15ap

COM1へ、付属の接続ケーブルをつなぎ、各社自動釣銭機の

ケーブルと接続します。

COM1へ、各社自動釣銭機のケーブルと接続します。

自動釣銭機の接続



P-3

1- BCPOS自動釣銭機設定

1-開始メニュー >  「F6全般設定」

2-全般設定 > 「F2基本設定」

セミセルフ設定、セミセルフ用セカンドモニター設定は、P7以降を参照

❶

❷
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2- BCPOS自動釣銭機設定（グローリー）-① <既存>

3-基本設定 > 「機種」

4-釣銭機使用 > 「する」

5-機種名「RT-300」として、ポートNoを「1」にします。

6-接続機器「硬貨のみ」or「硬貨紙幣」(機器構成に合わせてください)

7-動作モード

※接続機器を「硬貨紙幣」とした場合「入金確定」が選択されます。

（特記）

動作モードで「釣銭先行」モードを使用する場合、別途お問合せください。

※ 釣銭先行モードとは、BCPOS小計画面に釣銭を入力する事で、自動釣銭機から

　 「入力した釣銭」 - 「販売金額」を、自動釣銭機への投入金額にかかわらず出金します。

注）釣銭先行モードの場合、処理は早いが釣銭の入力間違えによる、現金過不足がでる場合があります。

❸

❹

❺

❻

❼
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2- BCPOS自動釣銭機設定（グローリー）-② <Ver7.6新機能>

8-「残量確認」

釣銭機と連携して、設定した硬貨紙幣の数値を下回った場合にメッセージを表示します。

9-「残量枚数設定」

ボタンを押すと左下画面が表示されますので、任意の数値を設定します。

釣銭が設定した数値を下回ると、右下画面がメッセージとして表示されます。

❽
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2- BCPOS自動釣銭機設定（富士電機） <既存>

3-基本設定 > 「機種」

4-釣銭機使用 > 「する」

5-機種名「ECS-77」として、ポートNoを「1」にします。

6-接続機器「硬貨のみ」or「硬貨紙幣」(機器構成に合わせてください)

7-動作モード

※接続機器を「硬貨紙幣」とした場合「入金確定」が選択されます。

注）ECS-77の時「残量確認」（つり銭が指定枚数以下になった時にメッセージ表示)は使用できません

（特記）

動作モードで「釣銭先行」モードを使用する場合、別途お問合せください。

※ 釣銭先行モードとは、BCPOS小計画面に釣銭を入力する事で、自動釣銭機から

　 「入力した釣銭」 - 「販売金額」を、自動釣銭機への投入金額にかかわらず出金します。

注）釣銭先行モードの場合、処理は早いが釣銭の入力間違えによる、現金過不足がでる場合があります。

❸

❹

❺

❻

❼
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1-以下のURLより、ドライバーソフトをダウンロー
ドして、Zipファイルを解凍。
https://www.busicom.co.jp/ftpdata/data/Displ
ayLink.zip 

解凍されたファイル内の、
DisplayLink USB Graphics Software for 
Windowsを実行

2-システムの互換性チェックを終えインストールを
開始

3-「デバイスの接続」と表示されたら、
　 セカンドディスプレイを接続します。

4-インストールが完了後、パソコンを再起動します。

セカンドディスプレイの使用には、ドライバーが必要です。
ドライバーのインストール前は、セカンドディスプレイを接続しないでください。
ドライバーインストール中に接続を求められます。

3- セカンドディスプレイ-①（接続） <既存>
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1- Windows側の設定を行います。
デスクトップで右クリックをし、「ディスプ
レイ設定：を選択。

2-「ディスプレイ設定」の画面が表示され
ますので、「複数のディスプレイ」で、「表
示画面を拡張する」を選択します。

3-ディスプレイの設定を維持しますか？と
表記されまますので、「変更の維持」を選択
して下さい。

4-「ディスプレイ設定」の画面が右図の様
になります。これにより、メインディスプレ
イの他に、セカンドディスプレイがモニター
領域として拡張されました。

設定が完了したら、右上の「X」を押下し設
定を終了させます。

「識別」を押す事で、各ディスプレイに番号
が表示されます。
セカンドディスプレイに表示されたNoが、
BCPOSセカンドディスプレイで設定する
「ディスプレイNo」となります。

3- セカンドディスプレイ-②（Windowsの設定） <既存>

待受け時のセカンドディスプレイの表示設定は、別紙のマニュアルをご参照ください。
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4- セミセルフ用セカンドディスプレイ設定-① <Ver7.6新機能>

1-開始メニュー >  「F6全般設定」

2-全般設定 > 「F9セカンドディスプレイ」

❶

❷
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4-セミセルフ用セカンドディスプレイ設定-② <Ver7.6新機能>

3-セカンドディスプレイ 「使用する」

4-ディスプレイNo ※Windowsの設定を参照（セカンドディスプレイが1台の場合、通常「2」です。

　（確認方法はP8参照）

5-セミセルフの表示「セミセルフの表示 詳細設定」を押します。

セカンドディスプレイの基本設定が更新され「セミセルフ設定」が表示されます。（次項）

❸ ❹

❺
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4-セミセルフ用セカンドディスプレイ設定-③ <Ver7.6新機能>

6-セミセルフ機能「使用する」

7-ボタンタッチ音

お客様が、セカンドディスプレイを操作した時の、音を設定します。

音1～15まで選択可能、音量を変更して「テスト」ボタンを押して、タッチ音の確認ができます。

※音量設定はWindowsのサウンド設定の音量を変更します。

8-「支払い方法選択画面に表示するボタン」

お客様側に表示する、現金の他、決済種別（契約済み決済方法）を選択します。

9-「プレビュー」で、表示ボタンの確認ができます。

「登録」を押して設定「閉じる」で終了します。

❻

❽

❼

セカンドディスプレイ表示見本
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5-セミセルフ操作説明-① <Ver7.6新機能>

1-店員様が、販売画面で商品を呼び出し

BCPOS小計画面で「セミセルフ」

　 を押します

2-小計画面に、消費者が

　「支払い方法選択中です」と表示されます

3-消費者側のセカンドディスプレイに

　「支払い方法選択」画面を表示

　

　 消費者が任意の支払い方法を選択
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消費者がセカンドディスプレイで「現金」を選択

5-セミセルフ操作説明-②「現金」 <Ver7.6新機能>

1-BCPOS小計画面は現金処理になります1-合計金額を表示し「お金を入れてください」と表示

2-BCPOS小計画面に「預り金」が表示されます2-現金投入後「おわり」ボタンを押すように表示

3-消費者側に「お釣り」「レシート」を出力して終了
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消費者がセカンドディスプレイで「WeChatPay」を選択

5-セミセルフ操作説明-③「WeChatPay」 <Ver7.6新機能>

1-BCPOS小計画面はWeChatPay処理になります

　消費者のQRコードを読取ります

1-消費者側セカンドディスプレイに

　 合計金額を表示「QRコード」の提示を表示

2-BCPOS小計画面に「支払」が表示されます2-QRコードを読取り、決済が完了すると「支払」

　 ボタンを押すように表示

3-決済完了を表示し「レシート」を出力して終了 3-決済完了を表示
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消費者がセカンドディスプレイで「Aliay」を選択

5-セミセルフ操作説明-④「Aliay」 <Ver7.6新機能>

1-BCPOS小計画面はAlipay処理になります

　消費者のQRコードを読取ります

1-消費者側セカンドディスプレイに

　 合計金額を表示「QRコード」の提示を表示

2-BCPOS小計画面に「支払」が表示されます2-QRコードを読取り、決済が完了すると「支払」

　 ボタンを押すように表示

3-決済完了を表示「レシート」を出力して終了 3-決済完了を表示



P-16

ユーザーがセカンドディスプレイで「bitcoin」を選択

5-セミセルフ操作説明-⑤「bitocoin」 <Ver7.6新機能>

1-BCPOS小計画面はbitcoin処理になります

　消費者にQRコードを読取って頂きます

1-消費者側セカンドディスプレイに

　 合計金額を表示「決済QRコード」を表示

　 ユーザーの「bitFlyerアプリ」で読取り

2-決済完了を表示「レシート」を出力して終了 2-決済完了を表示



設定画面の更新
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管理画面のボタン化

管理画面をタッチで操作しやすいように、ボタン化しました。

Before

After
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セミセルフ用セカンドディスプレイ設定

基本設定・消費税設定・追加基本設定・セカンドディスプレイ設定・各種マスタ

レジ小計画面の多言語ボタンをタッチで操作しやすいようにボタン化しました。

ボタンの色は「設定ボタン色」で、自由に変更できる機能を追加しました

Before

After



Alipay決済
新決済端末(Verifone)追加
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Alipay決済、Verifon決済端末の追加

WeChatPay決済だけでなく、Alipay決済が追加されました。

決済端末でVerfone端末が利用できる様になりました。

「Alipay決済」「Verfone決済端末」の詳細マニュアルや、

申込方法等は別紙を参照してください。



商品メニュー登録 機能追加
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タブメニューのドラッグ＆ドロップ移動、デザイン変更、機能追加

「商品メニュー登録」で、タブメニューを自由に移動する事が可能となりました。

1-移動したいタブを長押し（ドラッグ）

2-移動したい場所ではなします（ドロップ）

TenpoVisor使用する設定時は「TVマスタ取得取込を登録」のチェックを表示します

※ Transmit.exeを起動するプログラムを、呼び出すメニューボタンが登録されレジ画面からボタン

押下で即時のダウンロード、マスタ取込が可能です

あっとパスポートがインストールされていた場合は「あっとパスポート起動を登録」を表示します

設定しいメニューボタンを

押した後、「TVマスタ取得

取込を登録」または「あっ

とパスポート登録」を押す

と、下記の様にメニュー

ボタンが設定されます。



ミックスマッチ機能追加
ミックスマッチ＆セット販売の仕様変更
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ミックスマッチ機能追加と仕様変更

・ミックス販売とセット販売の併用が可能となりました。

注） 同じ商品をミックスとセットに登録はできません）

・ミックス販売に期間指定を追加、これにより、指定した期間だけミックス割引きが適用されます。

・基本設定＞初期3「同一商品コード1行表示」が「する」の場合、ミックス販売時に、

　同一商品を販売画面、レシート共に1行表示 x 数量で表示します。

Before

After

注） 複数単価機能について

ミックスマッチ機能、セット販売

機能を利用時に「複数単価機能」

を併用しないでください。

複数単価機能の設定は、ミックス

販売またはセット販売で設定を行っ

てください。

複数単価機能とは

同一商品販売時に、設定数量に

達すると値引く機能



クレジット決済端末連携機能
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クレジットマスタの変更

・クレジットマスタに「決済フラグ」と「決済種別」が追加されました。

決済フラグ：利用するしない設定です。利用する場合☑をいれます

決済種別：0＝クレジット、1＝電子マネー、2＝銀聯

決済種別を設定する事で、小計画面で選択した決済種別を端末側に送信。

決済端末側のモードを「クレジット」「電子マネー」「銀聯」モード変更します



2018/07/01機能ON
免税合算機能
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2018/07/01からの「消費税免税制度の拡充について」

現在～2018/06/30までは 「一般品」「消耗品」を個別に、5,000円以上で免税対象

一般品
5,000円以上

消耗品
5,000円以上

消耗品は、出国まで

開封できない様に

「特殊包装」が必要

2018/07/01からは 「一般品」「消耗品」を、合算して5,000円以上ならば、

消耗品として免税対象とできる様になります

一般品 消耗品

一般品も消耗品扱いの為

「特殊包装」が必要

＋ ＝

5,000円以上

消耗品として免税

特殊包装とは

<袋による包装>プラスチック製であり、出国までに破損しない十分な強度を有すること

<箱による包装>段ボール製、発泡スチロール製等であり、出国までに破損しない十分な強度を有すること

（特殊包装の共通事項）

※農産物の鮮度維持のために必要な大きさの穴を開けることは可。

・袋の場合、無色透明又はほとんど無色透明であり、内容物の品名や個数が確認できること

（確認出来ない場合は内容物の品名及び品名ごとの数量を記載又は記載した書面を添付）

・開封した場合に開封したことが分かるシールで封印すること

・出国まで開封しないこと等を日本語及び外国語で注意喚起すること
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免税合算機能-1

2018/07/01から、免税合算機能が使用できるようになります。

※ Windowsの日付と同期し、自動で利用開始になるようにプログラミングされています

1-「一般品」「消耗品」を同時に販売します。販売時、合算で5,000円以上の場合

2-小計画面に進むと、「一般品と消耗品を合算して免税できます」と表示され

　「免税」ボタンが表示されますので「免税販売」を行います。

「一般品」5,000円以上

「消耗品」5,000円以上

の場合「合算」表示は

でません
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免税合算機能-2

3-免税処理を行うと「免税額」が表示されますので、現計処理を行います。

4-販売レシートには、一般品も「消」の表示がされ

　「■一般品と消耗品を合算して免税しています」と表示されます。

一般品も消耗品扱いの為

「特殊包装」が必要となります



セカンドディスプレイ
WEBサイト表示機能
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セカンドディスプレイWEBサイト表示機能

セカンドディスプレイにお店のホームページや、会員募集サイト、YouTube等、URLを指定して

WEBサイトを表示できる様になりました。

1-開始メニュー>「F6全般設定」>「F9セカンドディスプレイ」を開きます。

2-セカンドディスプレイ「使用する」>「WEB表示」>「待受け表示」を押します。

3-「WEB表示」にURLを指定

　 タッチパネルディスプレイの場合、タッチパネル操作の可否を設定。

　 YouTubeや、音声の出るWEBサイトの場合、音声出力の可否を設定します。



その他
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BCPOS ver7.6その他、機能追加更新等

■Alipay、WeChatPay決済エラー時、エラー表記を大きく表示

■ データ取り込み中、WebMstInをクリックすることで取込中の進捗を確認できるように対応

■Litefree版の商品数条件を変更

現状Litefreeだと商品メニューに登録がある商品しか呼び出しできないようにしているが、JANがあってもメニュー

に登録しないと呼び出せないのは不便なため、別な条件にて450の制限としました。

【 設定方法 】

1-商品マスタ登録

2-商品リスト呼出し

3- 商品リスト上で対象商品をクリック

4- 商品が赤文字に更新された商品は、コードスキャンが可能

■その他レジ画面の機能追加、仕様変更、バグ修正

・２階層目のメニューを閉じない設定追加

・商品メニューのその他に「PageUp」、「PageDown」と登録することでキーボードと同じ数量アップ、ダウンが可能

（登録文字は大文字小文字関係ありません）

・商品登録の枝番指定設定（GEntryNewEda）をレジ画面の簡易商品登録にも適用

・商品券の金変は必ずマイナス金額になるように変更

・金変時、タッチパネルの-（マイナス）押下を可能に対応

・デンソーのFC1-QOPUでパスポート情報を読めるように対応（※別途設定が必要です）

・セカンドディスプレイ使用時でクレジット利用時にセカンドディスプレイにクレジット会社名を表示するように変更

（設定なくクレジット会社名で表示されますので注意してください）

【レジ画面以外の更新内容】

■親機のiniをTenpoVisorにアップ（現時点ではアップのみです）

商品リスト

【 黒文字 】

商品メニューボタン未登録

コードスキャン共に不可

運用不可

【 青文字 】

商品メニューボタン登録済

コードスキャン可

運用可能

【 赤文字 】

商品メニューボタン未登録

コードスキャン可

運用可能




